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吐出する水が軌跡を描きながらロケットが飛ぶ様は圧巻

　令和６年４月27日(土)に長沼小学校の体育館において

青少対と共催の元「 ふれあいスポーツ大会 」を開催し

ました。

　開会式、準備体操の後、早速３つの競技種目に分かれ

て競技開始。競技がひと通り進行したところで、次の競

技種目を体験する形でプログラムを進めました。

　ボッチャは、赤チームと青チームに分かれて、交互に

皮製ボールを投げ、白い的球(ジャック)にどれだけ近づ

けられるかを競います。

　モルックは、木製の棒(モルック)を投げて木製のピン

(スキットル)を倒します。ピンには①～⑫の数字が書い

てあり、倒したピンの合計点が30点(公式ルールは50点)

ピッタリになるように狙います。

　ドッヂビーはナイロン生地でウレタンを包んだやわら

かい円盤を投げ合う競技です。ルールはドッジボールに

似ていますが、違うところもあり、今回は、前半・後半

４分ハーフで行い、内野に残った人数の多さで勝敗を決

めました。ひと通りの種目を数回体験した後は、大きな

コートを使って全員でドッヂビーを行いました。

　そして今回のメインイベント、何と！優秀者には豪華

景品付きの「 しっぽ取り 」‼　上下の服の間に付けた

「 しっぽ（ 紙テープ ）」を取り合い、自分の「しっ

ぽ」は取られないまま相手の「しっぽ」を数多く取った

者が勝ちです。結果は、第５位入賞者までに、有名ブラ

ンドの高級国内産アイスクリームが贈呈されました。

　参加小学生 41名、保護者 16名、打越中ボランティア 

15名、引率先生 2名、長沼小先生 3名、青少対役員 2名

、シニアリーダー １名、地子連役員 9名、計89名の参

加者で楽しく盛り上がりました。

　また来年度も開催を計画しておりますので、お誘い合

せの上、ご参加頂く事をお待ちしております。

みんな楽しく”ふれあいスポーツ大会 ”

由井第一地区地子連　副会長

松田　和広

最後は上級生から下級生まで一緒になって白熱プレイ！最後は上級生から下級生まで一緒になって白熱プレイ！

打越中ボランティアはとてもお手伝いしてくれました打越中ボランティアはとてもお手伝いしてくれました

モルックはルールは単純ですが奥が深いニュースポーツモルックはルールは単純ですが奥が深いニュースポーツ

ボッチャは学校でも盛んに扱われ始めたニュースポーツボッチャは学校でも盛んに扱われ始めたニュースポーツ
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　毎年恒例！由井第一小学校ＰＴＡサークル「オヤジ

の学校」主催の「ペットボトルロケットを飛ばそう」

に私たち地子連メンバーも共催として参加してきまし

た。梅雨入り直後の6月22日(土)に実施されましたが、幸運にも晴天に恵ま

れ、青空にロケットが次々と発射される様子に、参加した子ども達は大興

奮でした。ロケットを制作する段階では、自分の思うように工作が進まな

かったりと、顔をくもらせていた子もいましたが、校庭での発射体験では

笑顔が広がり、とても楽しそうでした。オヤジの学校の皆さんには開催に

あたり気力・体力MAXで挑んでいただき、心より感謝いたします。来年以降

の実施も今から期待をさせていただき、とても楽しみに思います。

創作活動「学校でペットボトルロケット
をとばそう」

由井第一地区地子連　山本　清美

製作精度が飛距離に影響する事を聞き、みんな真剣そのもの 吐出する水が軌跡を描きながらロケットが飛ぶ様は圧巻

　6月15日㈯、春日会館にて由井第一小・長沼小

の15名によりサブリーダー研修会が始まりまし

た。この研修会は、地子連が主軸としている小

学4.5.6年生対象の体験活動です。

　開講式においては、来賓に、市子連の大久保会長、長沼小の冨永校

長先生、由井第一小の長南副校長先生、青少対の青木会長をお迎えし

、皆様から子ども達にお言葉を頂きました。続いて、役員の紹介をし

た後、研修生のみんなにも前に出てもらい、一人一人の自己紹介（学

校、学年、名前、好きな食べ物、嫌いな食べ物）してもらいました。

『嫌いな食べ物は無い』と言う子が多く、家庭や学校（幼稚園・保育

園）での食育のおかげだと実感します。開講式の最後には、今年度の

研修会の内容を、昨年度の活動時の写真や動画をスクリーンに大きく

投影しながら紹介することで、研修生の子達はもちろんの事、来賓の

方々にも、ご理解を深めて頂きました。

　休憩を挟んで、第１回研修〈子ども会とは？〉を通称「カメさん」

こと松田講師により行いましたが、ここ数年の研修会を振り返っても、一番真面目に聞いてくれたよう

に思います。一年を通じて、３班に分かれての班活動になりますが、どの班も班長に立候補する子がい

て、最終的にジャンケンで決まるという、とても積極的な研修生達が揃っていて、これからの活動が楽

しみとなりました。

令和６年度サブリーダー研修会･開講式
由井第一地区地子連　副会長

溝口　真理子

シニアリーダーの愛ちゃんとゲームシニアリーダーの愛ちゃんとゲーム

講義内容はサブ研修ノートに書きます講義内容はサブ研修ノートに書きます


